
近
年
、
各
大
学
に
お
い
て
学
生
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
危
機

管
理
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
一
九
年
一
〇

月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
八
回
全
国
国
立
大
学
学
生
指
導
担
当
副
学
長

協
議
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

神
戸
大
学
で
は
、
平
成
一
九
年
四
月
に
、
学
生
委
員
協
議
会
（
各

研
究
科
か
ら
選
出
さ
れ
た
学
生
担
当
教
員
で
構
成
す
る
委
員
会
）
内

に
、
学
生
の
安
全
対
策
に
関
す
る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る
こ
と
を
決
定
、
同
検
討
委
員
会
で
、
他
大
学
の
危

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
参
考
に
、
学
生
の
危
機
に
対
し
大
学
と
し

て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
具
体

的
な
事
例
を
あ
げ
て
、
「
学
生
対
応
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
し

て
作
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
役
員
会
等
か
ら
、
大
学
の
危
機
管
理
は
学
生
だ
け
で
な
く
、

教
員
・
職
員
を
含
め
た
大
学
全
体
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
の

考
え
か
ら
、
全
構
成
員
を
対
象
と
し
た
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、
総
務
部
で
全
学
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て

「
神
戸
大
学
危
機
管
理
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
そ
の
個
別

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
、「
事
象
別
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
全
学
編
）」、

「
学
生
対
応
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
、
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
（
全
学
編
）
等
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
平
成

二
〇
年
四
月
に
各
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
作
成
さ
れ
た
各
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
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●
事
例
紹
介

●

神
戸
大
学
学
生
対
応
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

堀
坂

進
（
神
戸
大
学
学
務
部
学
生
生
活
課
学
生
相
談
係
長
）



な
お
、
「
学
生
対
応
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
危
機
管
理
体

制
と
し
て
、
次
の
と
お
り
定
め
て
い
ま
す
。

１
学
生
対
応
危
機
管
理
体
制

本
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
け
る
学
生
対
応
の
危
機
管
理
を
統
括
す
る
責

任
者
は
、
理
事
（
教
育
・
学
生
生
活
担
当
）
で
あ
り
、
研
究
科
長
等

部
局
長
の
協
力
を
得
て
全
学
的
な
学
生
の
危
機
管
理
に
あ
た
り
ま
す
。

教
職
員
は
、
緊
急
に
対
処
す
べ
き
危
機
事
象
が
発
生
又
は
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
場
合
は
、
理
事
又
は
部
局
長
等

に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
通
報
を
受
け
た
部
局
長
等
は

発
生
現
場
に
お
け
る
初
期
対
応
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
理
事
（
教
育
・

学
生
生
活
担
当
）
と
相
互
に
連
絡
を
と
り
危
機
へ
の
対
応
に
あ
た
り

ま
す
。

２
学
生
危
機
対
策
本
部

理
事
（
教
育
・
学
生
生
活
担
当
）
は
、
１
に
記
述
し
た
部
局
長
等

か
ら
の
連
絡
を
受
け
た
と
き
や
、
自
ら
危
機
事
象
を
認
識
し
た
と
き

等
に
お
い
て
、
そ
の
対
処
の
た
め
に
必
要
と
判
断
す
る
場
合
は
、
速

や
か
に
当
該
事
態
に
係
る
学
生
危
機
対
策
本
部
（
以
下
「
対
策
本
部
」

と
い
う
。）
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
対
策
本
部
の
構
成
は
、
総
括
責
任
者
で
あ
る
理
事
（
教
育
・

学
生
生
活
担
当
）
を
本
部
長
と
し
、
理
事
、
部
局
長
等
の
中
か
ら
理

事
（
教
育
・
学
生
生
活
担
当
）
が
指
名
す
る
者
を
副
本
部
長
と
し
、

関
係
理
事
、
関
係
部
局
長
等
及
び
関
係
部
課
長
等
を
本
部
員
と
し
、

そ
の
事
務
は
学
務
部
が
関
係
部
課
等
の
参
画
を
得
て
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

理
事
（
教
育
・
学
生
生
活
担
当
）
が
不
在
等
の
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
指
名
す
る
理
事
が
本
部
長
代
理
と
な
り
ま
す
。

対
策
本
部
は
、
本
部
長
の
指
揮
の
下
に
迅
速
に
危
機
事
象
に
対
処

し
、
職
員
は
、
対
策
本
部
の
指
示
の
下
に
危
機
事
象
に
対
応
し
ま
す

（
原
因
の
特
定
等
に
必
要
な
場
合
は
、
事
故
調
査
委
員
会
を
設
置
）。

ま
た
、
対
策
本
部
は
、
危
機
事
象
へ
の
対
処
の
終
了
後
に
役
員
会

等
に
必
要
な
報
告
を
し
、
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
、

危
機
事
象
へ
の
対
応
に
当
た
り
、
学
内
手
続
を
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
対
策
本
部
は
、
危
機
事
象
へ
の
対
処
の
終
了
を
も
っ

て
解
散
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

参
考
に
「
加
害
学
生
に
精
神
疾
患
が
疑
わ
れ
る
場
合
」
に
つ
い
て

の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
、
レ
ベ
ル
表
（
別
表
１
）
及
び
学
生
に
よ
る
犯

罪
発
生
時
の
対
応
（
別
表
２
）
を
紹
介
し
ま
す
。
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掲
載
さ
れ
る
と
と
も
に
、
危
機
に
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
各
部

局
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
下
、
各
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一
「
神
戸
大
学
危
機
管
理
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
、
次
の
よ
う
な
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
部
で
危
機
管
理
体
制
の
基
本
方
針
を
、
第
二
部
で
危
機
管
理

の
た
め
の
組
織
体
制
や
危
機
管
理
対
応
基
準
等
を
、
第
三
部
で
次
の

よ
う
な
個
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
よ
う
定
め
て
い
ま
す
。

１
事
象
別
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
全
学
編
）

２
学
生
対
応
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

３
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
全
学
編
）

４
部
局
毎
の
事
象
別
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
作
成
中
）

二
「
事
象
別
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
全
学
編
）
」
は
、
次
の
八
事

象
を
想
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
象
毎
に
注
意
事
項
及
び
対
応
の
流

れ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

１
地
震
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

２
風
水
害
（
台
風
）
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

３
火
災
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

４
事
故
・
事
件
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

５
交
通
事
故
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

６
不
審
者
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

７
感
染
症
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

８
盗
難
・
破
損
・
犯
罪
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

三
「
学
生
対
応
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
、
次
の
九
事
象
を
想
定

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
象
毎
に
注
意
事
項
及
び
対
応
の
流
れ
（
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
）
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

最
初
に
、
学
生
の
危
機
へ
の
対
応
（
学
生
が
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー

ス
）
と
し
て
、
①
学
内
へ
不
審
者
が
侵
入
し
、
暴
れ
出
し
た
場
合
、

②
化
学
実
験
中
に
爆
発
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
、
③
課
外
活
動
で
遠

征
中
に
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
④
通
学
中
に
公
共
交
通
機
関
等

で
重
大
事
故
に
あ
っ
た
場
合
の
四
事
象
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

次
に
、
学
生
に
よ
る
危
機
へ
の
対
応
（
学
生
が
引
き
起
こ
す
ケ
ー

ス
）
と
し
て
、
①
学
生
が
ゼ
ミ
等
の
打
ち
上
げ
で
飲
食
し
暴
行
を
行
っ

た
場
合
、
②
加
害
学
生
に
精
神
疾
患
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
③
大
学
祭

で
食
中
毒
が
発
生
し
た
場
合
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
そ
の
他
の
学
生
危
機
へ
の
対
応
と
し
て
、
①
学
生
が
海

外
留
学
中
に
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
②
留
学
生
が
国
内
旅
行
中

に
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
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最
後
に
、
本
年
七
月
に
本
学
に
お
い
て
発
生
し

た
「
は
し
か
」
に
つ
い
て
は
、
事
象
別
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
則
り
、
危
機
対
策
本
部
を
設
置
し

て
対
応
で
き
ま
し
た
が
、
部
局
の
教
育
に
対
す
る

保
健
委
員
会
（
部
局
長
）
の
意
見
の
と
り
ま
と
め

と
、
危
機
対
策
本
部
の
意
志
決
定
と
の
間
の
調
整

が
難
し
い
点
が
あ
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
し
て

浮
き
ぼ
り
に
な
り
ま
し
た
。

同
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
教
職
員
・
学
生
に
は
ま
だ

ま
だ
周
知
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
全
て
の
構
成
員
に
周
知
し
て
い

く
か
、
特
に
全
学
生
へ
の
周
知
を
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
か
が
課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
危
機
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
で
す
が
、
で
き
れ
ば

実
際
に
適
用
す
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
常

日
頃
か
ら
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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別表１ レ ベ ル 表

レベル1 レべル2 レべル3 レべル4

学生が事件を起こ
したとの情報が入っ
た。

・被害者が負傷して
いるものの、軽症
である。
・報道機関から事件
に関して照会また
は取材の申し込み
があった。

・レベル２の状況
が複数の学部で
発生
・複数の部局の学
生が負傷してい
る場合

・被害者が重傷以上
の状況である。
・報道機関から事件
に関して照会また
は取材の申し込み
が殺到している。

関係者へのヒアリ
ング

学生危機対策本部の
設置を検討

対策本部の設置を
検討

対策本部の設置

別表２ 学生による犯罪発生時の対応

名 称 構 成 員

学 生 危 機 対 策 本 部

本 部 長：理事（教育・学生生活担当）
副本部長：当該部局長
本 部 員：関係理事、保健管理センター所長、学務部長、

学務課長、関係部局事務（部・課）長、
その他必要と認められる者

被 害 者 相 談 窓 口
学務課長、
関係部局事務（部・課）長

連 絡 調 整 窓 口
（学内対応）

学務課長

学 外 担 当 窓 口 報 道 機 関 対 応
連絡調整：広報マネージャー
問い合わせ対応：学務課長
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加害学生に精神疾患が疑われる場合の対応フローチャート
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